
文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
　
歌

寒
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も
わ
が
身
の
冷
え
に
堪
え
か
ね
て

	

椰
子
の
葉
そ
よ
ぐ
島
へ
と
急
ぐ
か

	

堤　

三
木
志

俳
　
句

冬
日
和
空
高
く
舞
う
凧
の
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髙
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良
昌

朝
起
き
て
窓
越
し
に
見
る
雪
ダ
イ
ヤ	

秋
葉
智
惠
子

川
　
柳

戦
争
の
リ
ス
ク
は
見
え
ぬ
両
巨
頭	

今
井
ひ
さ
し

時
差
の
無
い
ニ
ュ
ー
ス
世
界
を
駆
け
巡
り

	

風
間　

敬
造

こ
の
高
さ
ま
で
来
ま
し
た
と
災
害
地	

塩
田　

加
門

五
輪
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
と
語
学
塾	

高
橋
由
紀
子

擬
音
に
は
柳
行
李
と
豆
用
意	

髙
山　

英
子

元
号
が
変
わ
る
ま
で
居
て
お
腹
の
児	

千
葉
加
津
子

渋
皮
を
む
い
て
本
音
の
自
己
主
張	

福
田　

研
治

百
歳
を
超
え
て
も
川
柳
は
止
め
ぬ	

吉
野
千
枝
子

平
成
の
な
ご
り
を
惜
し
む
新
年
度	

鳥
海　

久
子
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一
八
六
〇
年（
万
延
元
年
）

に
奉
納
さ
れ
た
大
絵
馬

～
萱
場
・
須
賀
神
社
～
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千
葉
県
最
古
の
絵
馬
は
、
大
網

白
里
市
・
懸

あ
が
た

神
社
の
「
牛
若
丸
と

弁
慶
図
」
だ
。
裏
面
に
は
土
気
城

主
酒
井
伯ほ

う
き耆
守の
か
み

康
治
が
一
五
七

九
年
（
天
正
七
年
）
十
二
月
二
十

六
日
に
奉
納
し
た
旨
の
銘
が
あ
る
。

そ
の
次
は
鴨
川
市
・
薬
王
院
の「
武

者
絵
図
」
で
一
六
一
一
年
（
慶
長

十
六
年
）。
そ
し
て
、
長
南
町
・

称
念
寺
の
「
鷹
図
」
一
六
八
五
年

（
貞
享
二
年
）
と
続
く
。
市
内
最

古
は
真
名
の
天て

ん

照し
ょ
う

大だ
い

神
社
に
あ

る
「
曾
我
兄
弟
仇
討
ち
図
」
一
七

三
三
年
（
享
保
十
七
年
）
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
天
照
大
神
社
に
は

こ
の
ほ
か
に
も
「
天

あ
ま
の

岩い
わ

戸と

図
」
な

ど
の
市
指
定
文
化
財
の
大
絵
馬
が

残
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
新

し
い
が
、
萱
場
・
須
賀
神
社
に
は

「
須
佐
之
男
命
大お

ろ
ち蛇

退
治
図
」
が

と
て
も
良
い
状
態
で
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
絵
馬
は
一
八
六
〇

年
（
万
延
元
年
）
に
萱
場
村
の
女

性
た
ち
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も

の
だ
。
タ
テ
一
八
三
セ
ン
チ
×
ヨ

コ
一
六
三
セ
ン
チ
、
杉
板
横
六
枚

接
ぎ
で
山
型
の
額
に
納
め
ら
れ
た

大
作
で
あ
る
。
須
賀
神
社
の
祭
神

で
も
あ
る
ス
サ
ノ
オ
に
は
、
怪
物

「
八や

岐ま
た
の

大お
ろ
ち蛇
」
を
退
治
し
、
後
に

妻
と
な
る
稲
田
姫
を
救
う
英え

い

勇ゆ
う

譚た
ん

が
あ
る
が
、
絵
馬
の
場
面
は
、
今

ま
さ
に
ス
サ
ノ
オ
が
オ
ロ
チ
に
挑

む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
波
は
荒
れ
狂

い
、
稲
妻
が
走
る
。
オ
ロ
チ
の
八

つ
の
頭
が
見
え
隠
れ
す
る
。
描
か

れ
て
か
ら
百
五
十
年
以
上
経
つ
が
、

絵
の
具
の
大
き
な
剥
落
や
目
立
っ

た
退
色
も
な
く
色
彩
も
鮮
明
、
ほ

ぼ
完
全
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。

ス
サ
ノ
オ
の
顔
は
赤
み
の
肌
色
で

彩
色
さ
れ
、
紅
潮
し
て
い
る
様
が

伺
え
る
。
背
後
の
稲
田
姫
は
、
戦

い
の
間
は
櫛
に
変
え
ら
れ
て
い
る

の
で
、
透
明
人
間
と
し
て
描
写
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
肌
色
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
だ
け
で
肌
の
彩
色

は
な
い
。稲
妻
・
波
・
八
個
の
龍
頭
・

主
人
公
が
巧
み
に
配
置
さ
れ
、
大

胆
で
躍
動
感
の
あ
る
構
図
に
な
っ

て
い
る
。
江
戸
絵
画
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
完
成
度
の
高
い
逸
品
だ
。

　

大
絵
馬
は
そ
れ
自
体
が
絵
画
作

品
と
し
て
も
扱
わ
れ
、
作
者
銘
が

入
る
場
合
も
多
い
が
、
こ
の
絵
馬

の
作
者
は
不
明
。
江
戸
に
は
絵
馬

屋
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
購
入

し
た
可
能
性
も
あ
る
。
絵
馬
が
六

分
割
な
の
は
、
運
搬
を
考
え
て
の

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
葛

飾
北
斎
が
、
一
八
〇
三
年
（
文
化

三
年
）
に
旅
の
途
中
に
立
ち
寄
っ

た
木
更
津
で「
富
士
巻
き
狩
り
図
」

の
絵
馬
を
制
作
し
た
よ
う
に
、
旅

の
絵
師
が
偶
然
や
っ
て
来
て
制
作

し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
江
戸
絵
画
の

高
い
レ
ベ
ル
の
作
品
を
、
現
代
の

私
た
ち
が
と
て
も
良
い
状
態
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大
変
幸

せ
な
こ
と
で
あ
る
。
現
状
の
良
い

状
態
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

齊
藤　

望

▲須佐之男命大蛇退治図
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